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学術雑誌にいかに多くの論文を発表するか
は、研究者にとって死活問題である。
Publish　or　Perishという成句もある。一
体論文の価値は何によって決まるのであろ
うか。その一つの回答として他の研究者に
与える影響が大きいほど価値があり、その
影響力は他の論文への引用回数で測定でき
る。すなわち、発表後一度も引用されない
論文よりは、10●?A20回と引用される
回数の多い方がより価値が高いといわれて
いる。論文の引用された回数は、その論文
がどれだけ注目されたかの指標になり、論
文の質を表しているともいえる。生命科学
の分野では、米国の発表論文の数が圧倒的
に多いうえ、平均引用回数でも断然トップ
である。2位英国、3位は日本となってい
る。本学の研究者が外国語で書いた論文は、
どのような雑誌に、どれくらい引用されて
いるのかを、東京医科大学雑誌41巻（1983）
より46巻（1988）迄の特別号で調べた。
現在、発表される医学論文は膨大な数であ
る。その申で研究者によって引用される雑
誌とはどのような雑誌であるのかについて
述べる。
　無麻酔で実施可能なESWL（Siemens製
しithostar）による尿路結石の1年間の治療成績
を報告した。
対象と方法：対象は1年間に当科で受診した尿路
結石216例で，腎結石109例，上部尿管結石63例
中部尿管結石20例，下部尿管結石24例（珊瑚状結
石7例，X線陰性結石6例を含む）である。結石
の大きさは，10㎜～20　nn大の結石が70％以上を
占めていた。実施に当っては術前の食事のみ禁止し，
ペンタゾシンの静脈内投与のみで行なった。原則
としてin　situで施行し，不成功の場合，尿管カ
テーテル挿入等の処置を行った。
結果：麻酔を必要としないため全体の65％が
外来で治療でき，ことに尿管結石例では，75％が
外来で治療できた。しかし珊瑚状結石や比較
的大きな腎結石例では，経皮的砕石術など泌尿器
科的処置の併用が必要であるため，46％が入院の
上，治療を行なった。結局1年間で216例に307
回の治療を行ない。1結石当り平均1．42回の治
療回数であった。1ケ月後の治療成績では177例
82％で残辱なし，または自然贋判の可能性が高い
4㎜以下の小結石を残すのみであり，良好な成績
であった。合併症は肉眼的血尿，皮下出血は必発
したが，重篤なものは無かった。
結論：1年間で腎・尿管結石216例に307回ESWL
を施行し，177例82％で良好な結果を得たことか
らESWLは，上部尿路結石に対し安全かつ有効
な第一選択の治療法であると考えられた。
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